
 

 

 

 

 

 

国連は 

地球温暖化の原因は二酸化炭素（CO２）の増加なので、各国が削減目標を立てて、そ

れに向かって努力しなければいけないと言っています。 

火力発電は CO2を大量に排出するので、それに代わる、エコで永続可能な自然エネ

ルギーとして、太陽光や風力が脚光を浴びてきたわけです。 

しかし、それらを設置するために大量の森林伐採が行われたり、土砂災害が起きた

り、自然の生態系が破壊されたり、北海道の大自然が切り刻まれて、今、悲鳴を上げ

ています。一方で、 

国連の専門機関（ICPP）では、 

二酸化炭素（CO２）排出の最大の原因は森林伐採だと言っています。 

森林は、二酸化炭素（CO２）を吸収し、酸素を輩出してくれる最大の二酸化炭素（CO

２）吸収機関であるからです。 

もともと、緑がなく人里離れたところに建てるのならいざ知らず、「本州にはそうい 

う場所が無くなった」（１２月９日：大江町の説明会での関電の応答）と言って、関西

電力が、北海道まで出てきて、しかも仁木の国有林であり、保安林の山々を伐採して風

車を立てるというのは、どう考えてもエコでも SDGｓでもありません。 

（公益財団法人）日本自然保護協会では 

「このような自然環境面で重要な森林を広範囲に開発する行為は、自然環境保全上、

行うべきでなく、そもそも本地域に建設を計画した事業者の見識が問われる」 

と、厳しく関西電力を批判しています。 

各団体における関西電力に対する意見 

今回仁木周辺の事業のほぼ全域が自然度 9ないし 10。それは日本でも、20％

にも満たない国有林・保安林の貴重な自然帯だ。   

環境大臣の説く「再エネ促進区域」には程遠い、全く該当しないのは、誰の

目にも明らかだ。                   →ウラに続く 



低周波や超低周波がもたらす健康被害 

さらに、風力発電は、風力発電では避けられない低周波や超低周波が、付近

の住民に健康被害をもたらすことも数多く知られるようになりました。 
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